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　ウエーブレット解析は80年代半ばに実用化された

データ解析法です．通常のフーリエ解析では，データ

の展開に三角関数を用いるため信号にどんな周期成分

が含まれているのかということしか解りません．これ

に対してウエーブレット解析では，空問に局在した振

動波形を用いるため信号のどの場所にどんな周期成分

が含まれているのかが解ります．現在までに何種類も

のウエーブレット関数が見い出され，理工学の広い分

野で研究が進められています．

　本書は1998年秋にオランダで開催された国際学校

「地球科学におけるウエーブレット解析」の講義録で

す．大学院生を対象に3人の専門家が地球科学分野で

の応用に必要なウエーブレット解析の性質を説明して

います．繁雑な数学的証明は避け，数値計算のアルゴ

リズムが具体例とともに多数の図を駆使して解説され

ています．また応用数学におけるウエーブレット研究

の最新の成果が取り込まれています．1次元のデータ

解析に留まらず，球面上で定義されたデータの解析法

が詳述されています．これらが本書の特色です．

　第1部はM．Holschneiderによる連続ウエーブ

レットの解説です．この手法は1次従属な過剰基底系

による解析なのですが，解析結果を視覚に訴える形で

表示するのに便利，数値的に安定なデータ展開が可能，

という利点があります．フーリエ解析の復習から始ま

り，ウエーブレット解析の定義，具体例，基本的性質，

そして応用例が説明されています．

　第2部はW．Sweldensによる双直交ウエーブレッ

トの解説で，以前に発表された3編の論文の再録から

成っています．双直交ウエーブレットは離散的な基底

系で，展開係数の総数がデータ総数と同じになります．

第1論文は最新の構成法（リフト・スキーム）の説明

です．この手法により利用者の必要に応じて双直交ウ

エーブレット変換を柔軟に構成することが可能となり
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ました．データの境界の取り扱い，一定問隔で取得さ

れていないデータヘの対処法について詳述されていま

す．第2論文はリフト・スキームに基づく計算の具体

例の紹介です．ウエーブレットとデジタル・フィルター

との関係にも言及されています．第3論文は球面上で

定義されたデータの解析法の説明です．球面を三角形

で分割し各頂点でリフト・スキームによりウエーブ

レット関数を定義します．三角形の大きさがウエーブ

レット関数のスケールを決めています．

　第3部も球面上のデータの解析法を説明していま

す．通常このようなデータは球面調和関数を用いて展

開されます．ここではW．Freedenが調和関数展開の

拡張として球面上における窓付フーリエ変換と連続ウ

エーブレット変換を構成しています．前者はウエーブ

レット登場以前によく用いられた空間・波数解析の手

法です．記述は本書の他の部分に比べ非常に数学的だ

と感じました．

　本書は現在ウエーブレット解析を利用している人が

最新の研究動向を知る上で貴重な情報源となるでしょ

う．またデータ解析一般に興味をもっている人にもお

薦めです．特に球面上でのウエーブレット解析に関し

ては他に類書を見ません．

　しかし本書はウエーブレット解析の「パワー・ユー

ザー」向けの本です．評者を含めた一般ユーザーやこ

れから勉強を始めようとする人が本書を通読する必要

は無いのではないかと感じます．特に後者の方々は簡

潔な解説を読んだ後すぐに実際のデータ解析を始めた

ほうが良いのではないでしょうか．優れた解説として

山田（1992，1993，1994）があげられます．数値計算

用プログラムはPress6厩1．（1992）に収録されていま

す．この本は無償で著者達のホームページからダウン

ロードできます（http：／／www．nr．com／）．大気現象や

乱流に関するウエーブレット解析については，まだま

だ試行錯誤が続いています．この分野での解説として

はFarge（1992），Kumar　and　Foufoula－Georgiou

（1997），Torrence　and　Compo（1998）があります．

最近の論文としては，自分達の仕事の宣伝になってし

まいますが，Mouri6！α1．（1999）があります．気象

研究所大型風洞で得られた乱流速度場データの解析結

果の報告です．
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